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 ２０２１年度は、地球規模で進められようとしている「ＳＤＧｓ」、「地域循環」の

概念の普及を第一にしていきたい。このため、引き続きマスメディア等を活用した普

及宣伝活用に加え、昨年度から実践している循環型の農業体験について、より多くの

参加者を得て進めていきたい。 

 

 

実施していく事業群 

 

①地域循環共生圏形成に関する情報収集・提供 

・地域循環共生圏形成を進める先進地の視察並びに地域循環共生圏に関する情報収集 

・地域循環共生圏形成に係るリポートの作成と発表会の開催 

・講師派遣 

 

②地域循環共生圏形成に関する勉強会・講演会の実施 

・地域循環共生圏形成に対する知見や経験を有する有識者を招いての勉強会や講演会

の開催 

 

③循環型社会推進に関する普及啓発活動 

・環境保全活動へのボランティア参加 

・ホームページの拡充 

・マスコミを活用した番組制作等 

・普及啓発を目的としたシンポジウムや講演会の開催 

・地域資源循環型を体験する場の実践 



2021 年度の事業計画書 

自 2021 年 4月 1日  至 2022 年 3月 31 日 

特定非営利活動法人富山地域循環共生圏研究会 

１ 事業実施の方針 

・コロナ禍の中、2021 年度は、地球規模で進められている「SDGs」や「地域循環」の理解と普及を第

一の目的とする。このため、関連行事への参加や勉強会等の開催を行うとともに、昨年度から実践して

いる循環型の農業体験について、より多くの参加者を得て進めていきたい。また、引き続きマスメディ

ア等を活用した普及宣伝活動を推進する計画としている。 

２ 事業の実施に関する事項 

⑴  特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載した事業) 
具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施予定日時 

(B)当該事業の実施予定場所 

(C)従事者の予定人数 

(D)受益対象者 

の範囲 

(E)予定人数 

事業費の予算額 

（単位：円） 

①地域循環共生圏形

成に関する情報収

集・提供 

・地域循環共生圏形成を進める先

進地の視察並びに情報収集 

・ローカルサミットへの参加 

・地域循環共生圏形成に係るリポ

ートの作成と発表会の開催 

・講師派遣 

(A)随時 

(B)全国 

(C)20 名 

(D)NPO 参加者 

(E)20 人程度 

350,000 

②地域循環共生圏形

成に 関す る 勉強

会・講演会の実施 

・地域循環共生圏形成に対する知

見や経験を有する有識者を招い

ての勉強会や講演会の開催 

(A)随時 

(B)富山県内 

(C)20 名 

(D)一般県民等 

(E)100 人程度 

300,000 

③循環型社会推進に

関する普及啓発活

動 

・環境保全活動へのボランティア参加 

・ホームページの更新 

・地域循環共生実践畑での野菜栽培 

・マスコミを活用した番組制作等 

・普及啓発を目的とするシンポジ

ウムの開催 

(A)随時 

(B)富山県内 

(C)20 名 

(D)一般県民 

(E)300 名程度 

100,000 

（２）その他の事業 

事 業 名 

(定款に記載した事業) 
具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施予定日時 

(B)当該事業の実施予定場所 

(C)従事者の予定人数 

事業費の予算額 

（単位：円） 

 

会員相互の親睦会の開催 ・会員相互の意見交換のため親睦

会を開催する。 

(A)年 1 回（12 月） 

(B)富山県内 

(C)15 名程度 

50,000 

以上 

 


